
は
じ
め
に

『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
は
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
十
二
月
に
催
さ
れ
た

歌
合
で
、
雪
・
恋
・
祝
の
三
題
三
十
九
番
か
ら
な
る
。
出
詠
者
は
、
知
家
（
法

名
蓮
性
、
本
稿
で
は
底
本
の
作
者
表
記
「
入
道
正
三
位
知
家
」
に
拠
る
）
・
真

観
・
信
実
等
二
十
六
名
。
実
際
に
神
社
で
披
講
さ
れ
た
の
か
、
又
兼
題
か
否
か

等
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
判
詞
に
つ
い
て
言
え
ば
、
後
述
す
る
如
く
先
例

を
引
用
し
つ
つ
詳
細
な
判
を
付
し
て
い
る
点
等
か
ら
後
日
判
と
思
し
い
（
１
）
。
一

方
、
参
加
者
の
構
成
等
か
ら
、
反
御
子
左
派
の
旗
あ
げ
的
歌
合
と
目
さ
れ
る
一

方
で
、
そ
う
い
っ
た
位
置
づ
け
に
疑
義
を
呈
す
る
説
も
存
す
る
（
２
）
。
本
稿
で
は
、

知
家
の
判
詞
や
出
詠
歌
の
読
み
解
き
を
出
発
点
と
し
て
、
当
該
歌
合
の
内
実
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
概
観

出
詠
歌
人
は
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
如
く
、
知
家
・
行
家
・
顕
氏
・
重

氏
・
尊
家
等
六
条
藤
家
歌
人
と
真
観
・
鷹
司
院
帥
等
か
ら
な
る
反
御
子
左
派
歌

人
、
信
実
と
そ
の
子
女
為
継
・
藻
壁
門
院
少
将
等
中
立
派
の
歌
人
達
を
中
心
に

構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
出
詠
者
の
内
、
祝
部
成
茂
、
後
鳥
羽
院
下
野
、
真

観
等
は
、
承
久
の
乱
後
、
後
鳥
羽
院
が
隠
岐
で
没
す
る
ま
で
「
院
を
追
慕
し
、

そ
の
帰
京
ま
で
の
団
結
を
深
め
」
て
い
た
と
さ
れ
る
「
院
近
臣
グ
ル
ー
プ
」
に

属
し
て
い
た
と
目
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
福
田
秀
一
氏
の
人
物
比
定
を
参
照
し
つ
つ
、

当
該
歌
合
出
詠
者
の
勅
B
集
入
集
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
論
文
末
尾
記
載

【
別
表
】
に
示
し
た
如
く
、
当
該
歌
合
催
行
時
点
で
勅
B
歌
人
と
な
っ
て
い
た

の
は
、
二
十
六
名
中
、
資
季
、
藻
壁
門
院
少
将
、
卜
部
兼
直
、
信
実
、
真
観
、

成
茂
、
知
家
、
下
野
の
八
名
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
、
殆
ど
が
『
続
後
B
和
歌

集
』
以
降
に
勅
B
歌
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
歌
合
の
後
に
催
さ
れ
た
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後
嵯
峨
院
政
初
発
期
の
最
初
の
大
規
模
な
公
的
催
し
と
な
る
『
院
御
歌
合
』
並

び
に
『
宝
治
百
首
』
へ
の
出
詠
は
、
信
実
、
知
家
、
下
野
の
三
名
の
み
で
あ

る
。一

方
、
三
題
と
い
う
題
数
は
、
多
く
の
先
行
例
が
み
え

（
４
）

、
そ
れ
ら
の
中
に
当

該
歌
合
の
三
年
前
に
催
さ
れ
た
『
河
合
社
歌
合
』
も
含
ま
れ
る
。『
河
合
社
歌

合
』
は
、「
当
時
七
〇
歳
に
近
い
信
実
」
が
主
催
し
、「
家
隆
、
後
鳥
羽
院
、
定

家
が
相
次
い
で
没
し
た
後
、
為
家
が
歌
壇
の
指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

て
ゆ
く
こ
と
に
協
力
し
よ
う
と
い
う
信
実
の
配
慮
」
が
背
景
に
あ
る
と
さ
れ
、

「
新
B
六
帖
題
和
歌
と
と
も
に
、
為
家
・
真
観
・
蓮
性
が
と
も
に
参
加
し
た
最

後
の
私
的
な
催
し
」
と
さ
れ
て
い
る
（「
新
編
国
歌
大
観
」
解
題
）。

そ
こ
で
、
今
一
度
両
歌
合
を
比
較
す
る
と
、
も
と
よ
り
神
社
歌
合
で
、
出
詠

者
は
と
も
に
二
十
人
台
（『
河
合
社
歌
合
』
は
二
十
人
）、
番
数
は
と
も
に
三
十

番
台
（『
河
合
社
歌
合
』
は
三
十
番
）、
そ
し
て
催
さ
れ
た
時
期
も
共
に
冬
（『
河

合
社
歌
合
』
は
寛
元
元
年
十
一
月
十
七
日
）
と
共
通
点
が
多
い
。
例
え
ば
、
当

該
歌
合
と
同
時
期
に
は
、
寛
元
四
年
七
月
に
為
家
が
勧
進
し
知
家
や
光
俊
も
詠

進
し
た
「
日
吉
社
五
十
首
」
成
立
後
、
御
子
左
派
歌
人
の
出
詠
が
確
認
さ
れ
な

い
光
俊
勧
進
「
住
吉
社
卅
六
首
」
が
成
立
し
て
お
り

（
５
）

、
お
そ
ら
く
両
歌
合
の
似

通
い
も
偶
然
と
い
う
よ
り
、
催
行
に
際
し
て
そ
の
中
心
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
知

家
・
真
観
等
が
『
河
合
社
歌
合
』
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
規

模
で
催
し
た
可
能
性
が
存
す
る
。

二
　
知
家
判
を
読
む
―
為
家
判
と
の
比
較
か
ら
―

で
は
、
当
該
歌
合
本
文
を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
、
知
家
の
判
詞

か
ら
ど
う
い
っ
た
特
質
が
み
て
と
れ
よ
う
か
。

（
１
）
同
字
へ
の
対
応

（
資
料
１
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
雪
・
九
番

九
番

左

左
近
衛
権
中
将
藤
原
経
定

―人
―と
は
ゞ
い
―と
ひ
も
せ
ま
し
我
―宿
の
み
ち
ふ
り
う
づ
む
夜
は
の
し
ら
ゆ
き

右
　
勝

鷹
司
院
帥

み
よ
し
野
の
山
に
い
る
人
道
も
あ
ら
じ
か
つ
ふ
り
ま
さ
る
雪
の
ふ
か
さ
に

―左
―の
―哥
―、
―本
―の
―三
―句
―の
―う
―ち
―に
―、
―と
―の
―字
―四
―か
―さ
―な
―り
―て
―よ
―ろ
―し
―か
―ら
―ず

―や
―、
―基
―俊
―は
―鶴
―膝
―な
―ど
―ゝ
―申
―し
―て
―侍
―め
―り
―、
―ふ
―る
―く
―も
―ふ
―か
―き
―難
―に
―は
―申

―侍
―ざ
―れ
―ど
―、
―又
―と
―が
―な
―き
―に
―は
―似
―ず
―や
、
い
か
さ
ま
に
も
右
哥
、
山
に
い

る
人
み
ち
も
あ
ら
じ
か
つ
ふ
り
ま
さ
る
な
ど
侍
る
、
こ
と
に
を
か
し
く

て
、
雪
の
ふ
か
さ
も
ま
さ
り
て
や
侍
ら
ん

（
資
料
２
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
雪
・
十
二
番

十
二
番左

　
勝

尚
侍
家
中
納
言

ふ
み
つ
く
る
跡
見
ま
ほ
し
き
人
は
こ
で
さ
も
い
た
づ
ら
に
つ
も
る
ゆ
き
か
な
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右

中
納
言
弟

あ
は
れ
―と
も
思
は
ゞ
―人
の
―と
ひ
て
ま
し
雪
ふ
り
つ
も
る
や
―ど
は
い
か
に
―と

左
右
、
心
詞
こ
と
に
よ
ろ
し
く
て
、
こ
な
た
か
な
た
に
お
も
ひ
さ
だ
め
ず

侍
を
、
猶
さ
も
い
た
づ
ら
に
つ
も
る
雪
哉
、
い
と
え
ん
に
侍
う
へ
に
、
―右

―哥
―を
―か
―し
―う
―は
―侍
―れ
―ど
―も
―、
―と
―の
―字
―五
―侍
―り
―、
―さ
―き
―の
―番
―に
―こ
―ま
―か
―に
―申

―侍
―り
―、
―か
―た

―ぐ
―左
―可
―為
―勝
―也

（
資
料
１
）
で
は
、
左
歌
に
つ
い
て
「
と
」
字
が
上
の
句
で
四
回
繰
り
返
さ

れ
る
点
を
難
じ
、（
資
料
２
）
で
は
、
右
歌
で
「
と
」
字
が
一
首
で
五
回
用
い

ら
れ
る
点
を
非
難
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
難
点
と
認
定
さ
れ
、
負
け
が
付
さ
れ

て
い
る
。
福
田
氏
は
（
資
料
１
）
を
引
用
さ
れ
「
軽
度
の
難
と
し
て
ゐ
る
の
が

多
い
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
為
家
に
比
べ
れ
ば
遙
か
に
こ
の
点
に

関
心
が
深
く
、
か
つ
病
を
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
言
へ
る
で
あ

ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

当
該
歌
合
の
後
例
だ
が
、
為
家
が
判
者
を
務
め
た
『
院
御
歌
合
』
で
は
、
下

野
詠
「
さ
み
だ
れ
の
ふ
り
に
し
―友
―と
か
た
ら
へ
ば
な
れ
も
こ
―と
―と
ふ
ほ
―と
―と
ぎ

す
か
な
」（
五
月
郭
公
・
三
十
六
番
右
）
で
、「
と
」
が
一
首
の
中
で
六
回
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
が
、
為
家
は
そ
の
点
を
指
摘
せ
ず
、「
右
ふ
り
に
し
友
と
か
た

ら
へ
ば
な
れ
も
こ
と
と
ふ
な
ど
い
へ
る
、
心
か
よ
へ
る
所
さ
る
か
た
も
侍
り
な

ん
」
と
下
野
を
勝
と
し
て
い
る
。

（
資
料
３
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
祝
・
二
十
九
番

廿
九
番左

従
三
位
藤
原
顕
氏

君
が
代
―の
な
が
き
た
め
し
や
春
―の
日
―の
名
に
お
ふ
山
―の
み
ね
―の
わ
か
松

右
　
勝

左
近
少
将
藤
原
忠
兼

三
笠
山
君
の
御
か
げ
に
さ
し
そ
へ
て
朝
日
夕
日
の
千
代
も
く
も
ら
じ

左
右
哥
、
祝
言
の
心
差
別
な
く
侍
に
、
―左
―謌
―、
―の
―字
―五
―侍
―り
―、
―い
―か
―ゞ
、

右
哥
、
朝
日
夕
日
の
ち
よ
も
く
も
ら
じ
、
本
哥
を
お
も
へ
る
心
よ
ろ
し
く

侍
べ
し
、
ま
さ
り
て
や
侍
ら
ん

ま
た
、（
資
料
３
）
で
は
、
知
家
は
一
首
の
中
に
「
の
」
が
五
回
用
い
ら
れ

て
い
る
点
を
難
じ
て
い
る
が
、
例
え
ば
『
河
合
社
歌
合
』
で
為
家
は
二
十
五
番

左
歌
「
人
し
ら
ぬ
そ
で
―の
雫
や
み
ち
―の
く
―の
い
は
で
―忍
ぶ
―の
山
川
―の
水
」（
成

茂
）
に
つ
い
て
「
左
、
い
は
で
し
の
ぶ
の
山
河
も
、
心
の
お
く
し
ら
れ
て
ふ
か

く
見
え
侍
る
を
」
と
表
現
の
面
で
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
が
、「
の
」
字

が
六
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
為

家
は
、『
院
御
歌
合
』
七
十
一
番
右
信
実
詠
「
お
―の
づ
か
ら
さ
て
も
―の
ぞ
み
―の

お
よ
ぶ
や
と
雪
―の
朝
―の
―野
べ
に
出
で
ぬ
る
」
に
つ
い
て
も
、「
お
も
ひ
か
ね
た

る
雪
朝
の
眺
望
哀
に
み
な
さ
れ
侍
り
」
と
、「
の
」
の
繰
り
返
し
に
つ
い
て
は

言
及
し
な
い
の
で
あ
る
。

但
し
、
為
家
も
同
じ
字
の
繰
り
返
し
に
つ
い
て
あ
る
程
度
意
識
は
し
て
お

り
、
例
え
ば
自
詠
「
秋
―の
よ
―の
な
だ
か
―の
浦
―の
し
ほ
風
に
影
さ
し
―の
ぼ
る
月
―の
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さ
や
け
さ
」（
海
辺
月
・
六
十
五
番
）
を
負
け
と
す
る
理
由
と
し
て
「
右
お
な

じ
文
字
あ
ま
り
に
お
ほ
く
侍
る
に
や
、
う
た
合
に
は
と
が
め
た
る
こ
と
も
侍
れ

ば
、
尤
ま
け
侍
る
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
。「
う
た
合
に
は
と
が
め
た
る
こ
と

も、
侍
れ
ば
」
と
い
う
の
が
為
家
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
こ
の
点
厳
密
に
同
字
の

繰
り
返
し
を
指
摘
す
る
知
家
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

（
２
）
先
行
歌
の
指
摘

（
資
料
４
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
雪
・
十
番

十
番

左

散
位
藤
原
行
家

都
に
は
し
ぐ
る
ゝ
雲
の
た
え
ま
よ
り
山
の
端
み
れ
ば
ふ
れ
る
白
雪

右

日
吉
禰
宜
祝
部
成
茂

た
づ
ぬ
き

（
べ
き
）友

ま
つ
雪
の
き
え
が
て
に
い
ま
し
も
つ
も
る
と
し
の
く
れ
哉

右
歌
、
た
づ
ぬ
べ
き
友
待
雪
の
消
が
て
に
今
し
も
つ
も
る
年
の
暮
か
な
、

ま
こ
と
に
宜
く
、
左
歌
に
は
こ
よ
な
く
ま
さ
り
て
ぞ
侍
め
る
、
―抑
―前
―藤
―大

―納
―言
―寛
―喜
―の
―比
―ほ
―ひ
―、
―百
―首
―を
―人
―々
―よ
―ま
―せ
―ら
―れ
―し
―に
―、
―此
―右
―哥
―見
―し
―心

―ち
―し
―侍
―り
―、
―同
―作
―者
―よ
―も
―ぞ
―二
―度
―は
―と
―り
―い
―だ
―し
―侍
―ら
―じ
―、
―耄
―の
―あ
―ま
―り

―に
―ひ
―が
―お
―ぼ
―え
―に
―て
―ぞ
―侍
―ら
―ん

知
家
と
為
家
の
判
詞
に
お
け
る
違
い
は
、
先
行
歌
の
指
摘
に
も
み
て
と
れ

る
。
例
え
ば
、（
資
料
４
）
で
知
家
は
、
成
茂
詠
に
つ
い
て
、
ま
ず
冒
頭
で
「
ま

こ
と
に
宜
く
」「
こ
よ
な
く
ま
さ
り
て
ぞ
侍
め
る
」
と
絶
賛
し
た
上
で
、
傍
線

の
如
く
、
寛
喜
年
間
の
百
首
詠
に
同
じ
歌
が
出
詠
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
仄
め
か

し
て
い
る

（
６
）

。

（
資
料
５
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
恋
・
十
六
番

十
六
番左

　
勝

従
三
位
藤
原
顕
氏

逢
と
見
る
そ
の
面
影
も
い
た
づ
ら
に
さ
め
て
は
か
な
き
う
た
ゝ
ね
の
ゆ
め

右

左
近
衛
権
少
将
藤
原
忠
兼

―須
―磨
―の
―海
―士
―の
―し
―ほ
た
れ
―衣
き
も
せ
ぬ
に
人
を
う
ら
み
の
―波
ぞ
―か
―け
―ゝ
―る

右
哥
、
―授
―本
―の
―歌
―に
―、
―露
―わ
―け
―む
―き
―も
―せ
―ぬ
―に
―と
―い
―ふ
―哥
―に
―相
―似
―て
―侍
う

へ
に
、
―禅
―定
―殿
―下
―の
―建
―保
―の
―御
―百
―首
―の
―御
―詠
―に
、
―須
―磨
―の
―あ
―ま
―の
―し
―ほ
―焼

―衣
―を
―の
―れ
―の
―み
―な
―れ
―て
―も
―か
―ゝ
―る
―袖
―の
―波
―か
―な
、
―心
―詞
―か
―は
―ら
―ず
―や
―侍
―ら

―ん
、
左
は
、
又
め
づ
ら
し
か
ら
ね
ど
、
又
さ
し
た
る
難
に
は
見
及
侍
ら

ず
、
可
勝
か

（
資
料
６
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
恋
・
十
七
番

十
七
番左

　
勝

権
大
僧
都
尊
海

あ
ぢ
き
な
く
暮
る
夜
ご
と
に
待
び

（
わ
び
）て

は
て
は
む
な
し
き
床
の
独
ね

右

権
大
僧
都
尊
家

ほ
に
い
づ
る
尾
花
が
も
と
の
―お
―も
―ひ
―草
た
が
心
よ
り
―た
―ね
―を
―ま
―き
―け
―ん

―右
―歌
―、
―思
―草
―、
―新
―勅
―B
―に
―隆
―房
―卿
―哥
―云
―、
―人
―し
―れ
―ぬ
―憂
―身
―に
―し
―げ
―き
―お
―も

―ひ
―草
―思
―へ
―ば
―君
―ぞ
―種
―は
―ま
―き
―け
―る
―、
―か
―は
―れ
―る
―ふ
―し
―な
―く
―侍
―り
、
左
は
、

こ
と
な
る
と
が
な
く
や
侍
ら
ん
、
す
く
よ
る

（
か
）

な
ら
で
物
語
の
な

（
マ
マ
）ど

を
見
る

― 4―
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心
ち
ぞ
し
侍
れ
ど
、
ま
さ
る
と
や
申
侍
べ
き

当
該
歌
合
判
詞
に
お
け
る
先
行
歌
の
指
摘
の
他
の
例
と
し
て
、（
資
料
５
）

で
知
家
は
、
忠
兼
詠
に
つ
い
て
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
収
歌
「
な
つ
ぐ
さ
の

―つ
―ゆ
―わ
―け
―ご
―ろ
―も
―き
―も
―せ
―ぬ
―に
わ
が
こ
ろ
も
で
の
か
わ
く
と
き
な
き
」（「
夏
ご

ろ
も
」
・
三
二
九
一
）
や

（
７
）

、『
続
千
載
和
歌
集
』
所
収
歌
で
現
在
で
は
散
逸
し

た
建
保
年
間
『
光
明
峯
寺
摂
政
家
百
首
』
の
九
条
道
家
出
詠
歌
「
―す
―ま
―の
―あ
―ま

―の
―し
―ほ
や
き
―衣
お
の
れ
の
み
な
れ
て
も
―か
―か
―る
袖
の
―浪
か
な
」（
恋
歌
三
・
「
―家

―に
―百
―首
―歌
―よ
―み
―侍
―り
―け
―る
―時
―、
―恋
―を
」
・
一
三
八
二
）
と
の
似
通
い
を
指
摘
す

る
。
さ
ら
に
、（
資
料
６
）
で
は
、
尊
家
詠
が
『
新
勅
B
和
歌
集
』
入
集
隆
房

詠
「
ひ
と
し
れ
ぬ
う
き
身
に
し
げ
き
―お
―も
―ひ
―ぐ
―さ
お
も
へ
ば
き
み
ぞ
―た
―ね
―は
―ま

―き
―け
―る
」（
恋
歌
二
・
「
女
に
つ
か
は
し
け
る
」
・
七
七
四
）
と
似
通
っ
て
お
り

「
か
は
れ
る
ふ
し
な
く
侍
り
」
と
難
じ
て
い
る
。（
資
料
５
）（
資
料
６
）
で
知

家
が
指
摘
す
る
先
行
例
が
い
ず
れ
も
他
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
お

そ
ら
く
（
資
料
４
）
成
茂
詠
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
資
料
が
あ
っ
た
上
で
の

指
摘
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
為
家
の
場
合
、「
よ
こ
雲
の
―霞
に
ま
が
ふ
―山
―か
―づ
―ら
暁
―か
―け
―て
―春
―は

―き
―に
―け
―り
」（『
院
御
歌
合
』
早
春
霞
・
十
二
番
左
・
経
朝
）
に
対
し
て
、
順
徳

院
詠
「
あ
ら
玉
の
年
の
明
行
く
―山
―か
―づ
―ら
霞
を
―か
―け
―て
―春
―は
―き
―に
―け
―り
」（『
紫

禁
和
歌
集
』「
―同
―比
―、
―二
―百
―首
―和
―歌
」
・
七
三
〇
、
※
「
同
比
」
は
前
の
詞
書
き

か
ら
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
と
推
定
さ
れ
る
）
の
本
文
を
、「
左
歌
は
―と

―し
―を
―明
―け
―ゆ
―く
―山
―か
―づ
―ら
―霞
―を
―か
―け
―て
―春
―は
―き
―に
―け
―り
―と
―て
―、
―ち
―か
―き
―よ
―に
―見

―侍
―り
―し
―に
―や
」
と
判
詞
で
具
体
的
に
あ
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が

誰
の
い
つ
頃
の
詠
な
の
か
は
明
示
せ
ず
、「
ち
か
き
よ
に
見
侍
り
し
に
や
」
と

記
す
に
と
ど
め
て
い
る
。

『
院
御
歌
合
』
か
ら
も
う
一
例
示
そ
う
。
雅
光
詠
「
お
も
ひ
つ
つ
い
く
と
せ

波
に
朽
ち
ぬ
ら
ん
―忍
―ぶ
―の
―う
―ら
―の
―あ
―ま
―の
―た
―く
―な
―は
」（
忍
久
恋
・
八
十
五
番

左
）
の
下
句
に
つ
い
て
、『
新
古
今
和
歌
集
』
入
集
の
二
条
院
讃
岐
詠
「
う
ち

は
へ
て
く
る
し
き
物
は
人
め
の
み
―し
―の
―ぶ
―の
―う
―ら
―の
―あ
―ま
―の
―た
―く
―な
―は
」（
恋

歌
二
・
一
〇
九
六
）
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、「
下
の
句
や
も
し
、
ち
か
き
う

た
に
侍
り
け
ん
」
と
の
み
為
家
は
指
摘
す
る
。

福
田
氏
は
「
反
御
子
左
派
の
歌
評
態
度
は
、
為
家
に
比
し
て
遙
か
に
理
知

的
・
客
観
的
で
あ
り
、
時
に
は
衒
学
的
と
も
思
は
れ
る
程
好
学
的
で
あ
り
、
従

つ
て
過
去
の
歌
合
の
判
や
証
歌
・
類
歌
等
を
頻
り
と
用
ゐ
て
、
勢
ひ
判
詞
は
博

引
傍
証
、
長
文
に
亙
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
真
観
・
知
家

の
両
将
に
特
に
著
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、『
春
日
若

宮
社
歌
合
』
の
判
詞
を
当
該
歌
合
前
後
の
為
家
判
と
比
較
し
つ
つ
読
み
直
す

と
、
福
田
氏
の
指
摘
が
あ
ら
た
め
て
首
肯
さ
れ
、
知
家
・
為
家
双
方
の
判
詞
の

書
き
ぶ
り
が
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
知
家
の
判
詞
を
為
家
の
判
詞
と
の
比
較
も
交
え
て
読
ん
で
み
た
。

先
学
の
指
摘
の
如
く
、
為
家
が
取
り
立
て
て
問
題
と
し
な
い
点
や
、
為
家
が
オ

ブ
ラ
ー
ト
に
包
む
よ
う
な
言
い
回
し
で
指
摘
す
る
先
行
歌
と
の
表
現
の
似
通
い

に
つ
い
て
、
知
家
は
い
つ
ぐ
ら
い
の
時
期
の
誰
の
詠
な
の
か
を
明
確
に
指
摘

― 5―



し
、
時
に
は
成
茂
の
如
く
、
当
該
歌
合
以
前
に
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
と
思

し
い
歌
人

（
８
）

に
対
し
て
も
、「
同
作
者
よ
も
ぞ
二
度
は
と
り
い
だ
し
侍
ら
じ
、
耄

の
あ
ま
り
に
ひ
が
お
ぼ
え
に
て
ぞ
侍
ら
ん
」
と
、
皮
肉
を
交
え
難
じ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
知
家
判
の
書
き
ぶ
り
は
、
為
家
判
と
見
比
べ
た
時
、
そ
の
違
い
が

よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

三
　
知
家
出
詠
歌
を
読
む

（
資
料
７
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
雪
・
十
三
番

十
三
番左

入
道
正
三
位
知
家

―ま
―つ
―ち
―山
待
ほ
ど
ひ
さ
に
人
も
こ
ず
雪
ふ
か
ゝ
ら
し
―き
―へ
―の
―か
―よ
―ひ
―路

右
　
勝

下
野

消
あ
へ
ぬ
―友
―待
―が
―ほ
に
風
さ
え
て
こ
ほ
り
は
て
た
る
―庭
―の
―ゆ
―き
か
な

左
哥
、
さ
せ
る
事
な
く
侍
り
、
ひ
さ
に
も
き
ゝ
よ
か
ら
ず
や
、
右
哥
、
―友

―ま
―つ
―雪
―は
―ふ
―る
―き
―歌
―に
―も
―あ
―ま
―た
―侍
―べ
―し
―、
―但
―上
―句
―を
―う
―ち
―き
―ゝ
―た
―る
―に

―は
―、
―何
―の
―友
―待
―と
―も
―き
―こ
―え
―ぬ
―や
―う
―に
―や
―侍
―ら
―ん
、
然
共
、
―氷
―は
―て
―た
―る

―庭
―の
―雪
―哉
―と
―侍
―る
―、
―い
―ひ
―な
―れ
―て
―を
―か
―し
―く
―こ
―そ
―聞
―え
―侍
―れ
、
返
々
右
勝

に
て
侍
べ
し

次
に
知
家
の
出
詠
歌
に
注
目
し
て
み
た
い
。（
資
料
７
）
知
家
詠
で
は
、
傍

線
の
表
現
が
「
あ
さ
も
よ
し
　
―紀
―伊
―へ
―行
―く
君
が
　
真
土
山
　
越
ゆ
ら
む
今
日

そ
　
雨
な
降
り
そ
ね
」（『
万
葉
集
』
巻
第
九
・
「
後
れ
た
る
人
の
歌
二
首
」
・

一
六
八
〇
）
を
、
そ
の
源
泉
と
し
て
い
る
点
に
注
意
さ
れ
る

（
９
）

。

（
資
料
８
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
恋
・
二
十
六
番

廿
六
番左

入
道
正
三
位
知
家

―玉
―の
―緒
を
く
や
し
や
―あ
―は
―に
―よ
―り
つ
め
て
あ
ひ
て
も
あ
は
ぬ
人
を
こ
ふ
ら
ん

右
　
勝

下
野

く
る
れ
ど
も
―む
―な
―し
―き
―空
―を
―い
―く
―か
―へ
―り
お
も
ひ
し
ら
で
は
な
が
め
か
ぬ
―ら
―ん

―左
―、
―玉
―緒
―め
―づ
―ら
―し
―き
―ふ
―し
―も
―侍
―ら
―ず
―、
―あ
―ひ
―て
―も
―あ
―は
―ぬ
―も
―心
―え
―が
―た

―き
―さ
―ま
―な
―り
、
―右
―、
―む
―な
―し
―き
―空
―を
―い
―く
―か
―へ
―り
―思
―ひ
―し
―ら
―で
―は
―な
―が
―め

―か
―ぬ
―ら
―ん
―こ
―そ
、
こ
と
に
を
か
し
く
き
こ
へ
侍
れ

同
様
の
例
は
、（
資
料
８
）
恋
題
詠
に
も
確
認
さ
れ
、
傍
線
の
表
現
は
、『
万

葉
集
』
所
載
「
―玉
―の
―緒
―を
　
―沫
―緒
―に
―搓
―り
―て
　
結
べ
ら
ば
　
あ
り
て
後
に
も

―逢
―は
ざ
ら
め
や
も
」（
巻
第
四
・
「
紀
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
首

女
郎
、
名
を
小
鹿
と
い
ふ
」
・
七
六
三
）
歌
を
、
そ
の
源
泉
と
し
て
い
る
。

（
資
料
９
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
祝
・
三
十
九
番

卅
九
番左

　
勝

入
道
正
三
位
知
家

わ
が
君
に
―ゆ
―き
―あ
―ひ
―ど
―の
―ゝ
―神
な
れ
ば
さ
ぞ
な
か
し
こ
き
代
を
ま
も
る
ら
ん

右

下
野

春
日
山
し
ら
れ
ぬ
―谷
―の
―埋
―木
も
も
え
出
る
春
に
い
ま
や
あ
ひ
み
ん

―左
―哥
―、
―ゆ
―き
―あ
―ひ
―ど
―の
―ゝ
―神
―、
―こ
―と

―ぐ
―し
―か
―ら
―ん
―と
―は
―思
―へ
―ど
―も
、
さ

― 6―



せ
る
事
な
く
侍
り
、
右
哥
、
優
艶
に
侍
を
、
は
る
を
む
か
へ
て
草
木
の
も

へ
い
で
ん
事
は
、
祝
言
な
ら
ず
と
も
侍
べ
し
、
―あ
―や
―ま
―り
―て
―、
―し
―ら
―れ
―ぬ

―た
―に
―の
―埋
―木
―と
―侍
―る
―、
―述
―懐
―の
―哥
―な
―ど
―や
―申
―つ
―く
―侍
―ら
―ん
―、
―い
―か
―ゞ

一
方
、
祝
題
で
は
「
ゆ
き
あ
ひ
ど
の
」
と
、
先
行
例
が
確
認
さ
れ
な
い
表
現

を
用
い
て
い
る
。
こ
の
用
語
は
同
じ
知
家
詠
「
―か
―す
―が
な
る
―ゆ
―き
―あ
―ひ
―と
―の
―に

お
く
霜
の
ふ
り
て
い
く
と
せ
―神
さ
び
ぬ
ら
ん
」（『
夫
木
和
歌
抄
』
雑
部
十
六
・

一
六
〇
一
三
・
「
社
霜
を
、
明
玉
」、
※
詞
書
か
ら
、
知
家
B
の
散
逸
私
B
集

『
明
玉
集
』
所
収
歌
と
確
認
さ
れ
る
）
に
み
え
る
。

こ
の
よ
う
な
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
出
詠
歌
に
お
け
る
知
家
の
特
色
、
す
な

わ
ち
、『
万
葉
集
』
の
積
極
的
摂
取
、
先
行
例
を
み
な
い
表
現
の
積
極
的
使
用

は
、
福
田
氏
が
指
摘
す
る
反
御
子
左
派
の
歌
風
の
大
き
く
分
け
て
四
つ
あ
る
特

質
の
内
、「

(一)
語
法
・
表
現
の
自
由
・
新
奇
を
狙
ひ
、
た
め
に
若
干
晦
渋
・
奇
稽
に

走
る
場
合
の
あ
つ
た
こ
と
」、「

(四)
万
葉
を
か
な
り
尊
重
し
、
万
葉
歌
を
本
歌
に

取
る
場
合
の
多
か
つ
た
こ
と
」
と
一
致
し
よ
う
。
な
お
、
当
該
歌
合
に
み
え
る

知
家
詠
の
特
色
は
、『
河
合
社
歌
合
』
出
詠
歌
に
は
確
認
さ
れ
な
い

（
10
）

。

一
方
、『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
の
翌
年
成
立
の
『
院
御
歌
合
』
に
お
い
て
は
、

「
尋
ね
き
て
―い
―ま
―ぞ
―し
―め
―ゆ
―ふ
―た
―ま
―だ
―す
―き
―雲
―ゐ
―る
―山
の
は
つ
桜
花
」（
山
花
・

二
十
三
番
左
）
―
「
思
ひ
余
り
　
い
た
も
す
べ
な
み
　
―玉
―だ
―す
―き
　
畝
傍
の
山

に
　
我
―標
―結
―ひ
―つ
」（『
万
葉
集
』
巻
第
七
・
「
山
に
寄
す
る
」
・
一
三
三
五
）、

「
―時
―鳥
い
か
で
あ
や
め
に
ひ
き
そ
へ
て
―な
―が
―な
―く
―音
―を
―も
―た
―ま
―に
―ぬ
―か
―ま
―し
」

（
五
月
郭
公
・
三
十
六
番
左
）
―
「
―ほ
―と
―と
―ぎ
―す
　
い
た
く
な
鳴
き
そ
　
―汝
―が

―声
―を
　
五
月
の
―玉
―に
　
あ
へ
―貫
―く
ま
で
に
」（『
万
葉
集
』
巻
第
八
・
夏
の
雑

歌
・
一
四
六
五
・
藤
原
夫
人
）
・
「
――ほ
―と
―と
―ぎ
―す
　
待
て
ど
来
鳴
か
ず
　
―あ
―や

―め
―草
　
―玉
―に
―貫
―く
日
を
　
い
ま
だ
遠
み
か
」（『
万
葉
集
』
同
・
一
四
九
〇
・
家

持
）、「
天
川
か
は
か
ぜ
す
ず
し
―と
―ほ
―づ
―ま
の
い
つ
か
と
待
ち
し
秋
や
き
ぬ
ら

ん
」（
初
秋
風
・
四
十
九
番
左
）
―
「
年
に
あ
り
て
　
今
か
ま
く
ら
む
　
ぬ
ば

た
ま
の
　
夜
霧
隠
れ
る
　
―遠
―妻
の
手
を
」（『
万
葉
集
』
巻
第
十
・
秋
の
雑
歌
・

二
〇
三
五
）、「
―す
―が
―の
―ね
の
―し
―の
―び
に
む
す
ぶ
し
た
ひ
も
の
と
け
ず
や
恋
ひ
む

と
し
は
へ
ぬ
れ
ど
」（
忍
久
恋
・
八
十
八
番
左
）
―
「（
前
略
）
千
鳥
鳴
く
　
そ

の
佐
保
川
に
　
石
に
生
ふ
る
　
―菅
―の
―根
取
り
て
　
―し
―の
―ふ
―草
（
後
略
）」（『
万

葉
集
』
巻
第
六
・
雑
歌
・
九
四
八
・
「
四
年
丁
卯
の
春
正
月
、
諸
王
・
諸
臣
子

等
に
勅
し
て
、
授
刀
寮
に
散
禁
せ
し
む
る
時
に
作
る
歌
一
首
」）
・
「
―菅
―の
―根
―の

ね
も
こ
ろ
君
が
　
結
び
た
る
　
我
が
―紐
の
緒
を
　
解
く
人
は
あ
ら
じ
」（『
万
葉

集
』
巻
第
十
一
・
物
に
寄
せ
て
思
ひ
を
陳
ぶ
る
・
二
四
七
三
）
・
「
我
妹
子
し

我
を
偲
ふ
ら
し
　
草
枕
　
旅
の
丸
寝
に
　
―下
―紐
―解
―け
―ぬ
」（『
万
葉
集
』
巻
第
十

二
・
羈
旅
に
し
て
思
ひ
を
発
す
・
三
一
四
五
）
の
如
く
、『
春
日
若
宮
社
歌
合
』

と
同
じ
く
『
万
葉
集
』
摂
取
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関

連
し
て
、
岩
崎
禮
太
郎
氏
は
、『
内
裏
名
所
百
首
』、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』、『
宝

治
百
首
』
に
お
け
る
知
家
の
「
古
典
摂
取
」
を
調
査
さ
れ
、「
建
保
期
と
貞
永

期
に
は
三
代
集
の
摂
取
が
多
か
っ
た
の
に
、
―宝
―治
―期
―に
―な
―る
―と
―急
―に
―そ
―れ
―が
―減

―じ
―て
―、
―万
―葉
―歌
―の
―摂
―取
―が
―急
―増
―し
―て
―い
―る
」
と
指
摘
さ
れ
た
上
で
、「（
知
家

は
、
稿
者
注
）
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
頃
か
ら
御
子
左
派
に
反
旗
を
ひ
る
が
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え
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
知
家
は
、
万
葉
集
を
尊
重
す
る
父
祖
の
家
学
に
目
ざ

め
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
が
急
激
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
三
代
集
か
ら
の

摂
取
が
急
激
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
11
）

、
今
回
の
調
査
結

果
と
軌
を
一
に
す
る
。

ま
た
、
知
家
詠
に
看
取
さ
れ
た
傾
向
は
、
同
じ
く
反
御
子
左
派
の
真
観
に
も

確
認
さ
れ
、「
神
さ
ぶ
る
―な
―ら
―の
―た
―む
―け
に
見
る
ま
で
に
さ
ほ
す
ぎ
ゆ
け
ば
み

ゆ
き
つ
も
り
て
」（
雪
・
六
番
―
「
―佐
―保
―過
―ぎ
―て
　
―奈
―良
―の
―た
―む
―け
―に
　
置
く

幣
は
　
妹
を
目
離
れ
ず
　
相
見
し
め
と
そ
」（『
万
葉
集
』
巻
第
三
・
雑
歌
・

「
長
屋
王
、
馬
を
奈
良
山
に
駐
め
て
作
る
歌
二
首
」
・
三
〇
〇
）、「
月
影
も
は

や
か
た
ぶ
き
ぬ
―我
―せ
―こ
―が
こ
ん
と
い
ひ
し
は
あ
ら
ぬ
夜
は
―か
―も
」（
恋
・
十
九

番
）
に
み
る
如
く
当
該
歌
合
に
お
い
て
は
、『
万
葉
集
』
を
源
泉
と
す
る
表
現

が
散
見
す
る
の
に
対
し
て
、『
河
合
社
歌
合
』
出
詠
歌
に
は
顕
著
に
は
見
出
せ

な
い
の
で
あ
る

（
12
）

。
こ
の
よ
う
に
反
御
子
左
派
の
両
巨
頭
の
出
詠
歌
は
、『
河
合

社
歌
合
』
と
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
に
お
い
て
同
様
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。

四
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
の
祝
題
詠
と
下
野

こ
こ
ま
で
、『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
に
お
け
る
知
家
の
判
詞
や
出
詠
歌
に
み

え
る
傾
向
を
、『
河
合
社
歌
合
』、『
院
御
歌
合
』
と
の
比
較
も
交
え
つ
つ
読
み

進
め
た
。
知
家
は
、
為
家
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
判
詞
を
記
し
、
出
詠
歌
に

お
い
て
も
自
身
の
歌
風
の
特
色
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
知
家

は
、
判
詞
と
出
詠
歌
の
両
方
で
、
自
身
の
目
指
す
和
歌
の
有
り
様
を
繰
り
返
し

提
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
事
象
は
、
当
該
歌
合
を
反
御
子
左
派

の
旗
あ
げ
的
歌
合
と
位
置
づ
け
る
従
来
の
指
摘
と
、
相
容
れ
る
も
の
と
言
え

よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
当
該
歌
合
の
題
に
「
祝
」
が
あ
る
が
、
実
作
を
み
て
み
る
と
、

「
う
ご
き
な
き
世
」「
い
く
万
代
」（
二
十
七
番
左
右
）、「
千
と
せ
の
松
」「
君
が

や
千
世
」（
二
十
八
番
左
右
）、「
君
が
代
の
な
が
き
た
め
し
」「
千
代
も
く
も
ら

じ
」（
二
十
九
番
左
右
）、「
ひ
さ
し
き
御
代
」「
な
が
き
ち
ぎ
り
」（
三
十
番
左

右
）、「
君
が
代
を
い
の
る
」「
千
代
の
た
め
し
」（
三
十
一
番
左
右
）、「
千
代
の

よ
そ
ひ
の
」「
や
す
ら
け
き
世
」（
三
十
二
番
左
右
）、「
い
く
万
代
」「
な
が
き

た
め
し
の
君
が
代
」（
三
十
三
番
左
右
）、「
千
世
の
ゆ
く
す
ゑ
」「
い
く
万
代
を

ち
ぎ
る
」（
三
十
四
番
左
右
）、「
お
さ
ま
れ
る
代
」「
万
代
」（
三
十
五
番
左
右
）、

「
よ
ろ
づ
代
」「
千
世
の
光
」（
三
十
六
番
左
右
）、「
わ
が
君
の
御
代
は
つ
き
せ

じ
」「
万
代
か
け
て
」（
三
十
七
番
左
右
）、「
よ
ろ
づ
代
ま
で
に
」「
い
く
千
世

と
か
ぎ
り
も
あ
ら
じ
」（
三
十
八
番
左
右
）、「
か
し
こ
き
代
を
ま
も
る
ら
ん
」

「
も
え
出
る
春
」（
三
十
九
番
左
右
）
と
、
殆
ど
の
詠
者
が
治
世
へ
の
祝
言
を
詠

み
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
本
年
正
月
に
四
歳
の
後
深
草
天
皇
に

譲
位
し
、
院
政
を
開
始
し
た
後
嵯
峨
院
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

先
行
例
で
は
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
三
月
『
若
宮
社
歌
合
』（
三
題
「
山

居
聞
鶯
・
松
間
梅
花
・
―寄
―祝
―言
―恋
」・
四
十
八
番
・
九
十
六
首
・
三
十
二
名
）、

正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）『
石
清
水
若
宮
歌
合
』（
五
題
「
桜
・
郭
公
・
月
・
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雪
・
―祝
」・
百
六
十
五
番
・
三
百
三
十
首
・
六
十
六
名
）
等
で
祝
（
を
含
ん
だ
）

題
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
出
詠
歌
を
み
る
と
、
治
世
（
具
体
的
に
は

後
鳥
羽
天
皇
《
院
》
）
へ
の
祝
言
を
含
ん
だ
詠
が
散
見
す
る

（
13
）

。

ま
た
、
祝
題
で
は
な
い
が
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）『
春
日
社
歌
合
』（
三

題
「
落
葉
・
暁
月
・
松
風
」・
四
十
五
番
・
九
十
首
・
三
十
名
）
の
松
風
題
詠

に
、「
―君
―が
―代
―は
―や
―ほ
―よ
―ろ
―づ
―世
―と
―さ
―し
―つ
―な
―り
み
か
さ
の
山
の
み
ね
の
松
風
」

（
二
番
右
・
俊
成
）、「
―千
―世
―ま
―で
―と
―君
―を
―い
―の
―れ
―ば
し
め
の
う
ち
の
し
で
に
こ

た
ふ
る
嶺
の
ま
つ
か
ぜ
」（
四
番
左
・
忠
経
）、「
か
す
が
山
み
ね
の
あ
ら
し
も

―君
―が
―た
―め
松
に
ふ
く
な
る
―万
―代
―の
―こ
―ゑ
」（
八
番
左
・
俊
成
卿
女
）、「
―万
―代
―の

―す
―ゑ
―も
―は
―る
―か
―に
―き
―こ
―ゆ
―な
―り
か
す
が
の
山
の
み
ね
の
ま
つ
か
ぜ
」（
九
番

左
・
越
前
）、「
か
す
が
山
ま
つ
ふ
く
風
も
―君
―が
―た
―め
―千
―と
―せ
―の
―声
に
か
ぎ
り
し

ら
れ
ぬ
」（
十
番
左
・
定
家
）、「
―き
―み
―が
―た
―め
ふ
り
さ
け
き
け
ば
か
す
が
な
る

山
も
―ち
―と
―せ
を
松
の
風
か
も
」（
十
二
番
左
・
雅
経
）
等
、「（
後
鳥
羽
・
稿
者

注
）
院
に
対
す
る
祝
意
」
が
集
中
し
て
み
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
14
）

、
当

該
歌
合
の
祝
題
詠
に
看
取
さ
れ
る
傾
向
は
、
先
行
す
る
神
社
歌
合
に
も
確
認
で

き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
祝
題
詠
を
さ
ら
に
細
か
く
み
て
ゆ
く
と
、
知
家
と
番
え
ら
れ
た
下
野

詠
に
注
意
さ
れ
る
。
前
掲
（
資
料
９
）
祝
題
の
下
野
出
詠
歌
「
春
日
山
し
ら
れ

ぬ
―谷
―の
―埋
―木
も
も
え
出
る
春
に
い
ま
や
あ
ひ
み
ん
」
の
内
、「
谷
の
埋
木
」
は
、

「
と
し
ふ
れ
ど
人
も
す
さ
め
ぬ
わ
が
こ
ひ
や
く
ち
木
の
そ
ま
の
―た
―に
―の
―む
―も
―れ
―木
」

（
二
度
本
『
金
葉
和
歌
集
』恋
部
上
・
三
八
三
・「
―恋
―の
―心
―を
―よ
―め
―る
」・
顕
輔
）、

「
み
な
人
は
よ
し
の
の
や
ま
の
さ
く
ら
ば
な
―を
―り
―し
―ら
―ぬ
―身
―や
―た
―に
―の
―む
―も
―れ

―木
」（
二
度
本
『
金
葉
和
歌
集
』
雑
部
上
・
五
二
三
・
「
山
ざ
と
に
人
人
と
ま

か
り
て
花
の
歌
よ
み
け
る
に
よ
め
る
」
・
源
定
信
）、「
思
へ
ど
も
い
は
で
の
山

に
年
を
へ
て
く
ち
や
は
て
な
ん
―谷
―の
―埋
―木
」（『
千
載
和
歌
集
』
恋
歌
一
・
「（
百

首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
恋
の
う
た
と
て
よ
み
侍
り
け
る
）」
・
六
五
一
・

顕
輔
）、「
花
さ
か
で
い
く
世
の
は
る
に
あ
ふ
み
な
る
く
ち
木
の
そ
ま
の
―た
―に
―の

―む
―も
―れ
―木
」（『
新
勅
B
和
歌
集
』
雑
歌
四
・
「（
題
し
ら
ず
）」
・
一
三
〇
七
・

雅
経
）
等
、
雑
歌
や
恋
歌
に
は
例
が
み
え
る
が
、
祝
歌
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
表
現

で
あ
り
、
知
家
は
当
該
歌
を
「
し
ら
れ
ぬ
た
に
の
埋
木
と
侍
る
、
―述
―懐
―の
―哥
―な

―ど
―や
―申
―つ
―く
―侍
―ら
―ん
」
と
指
摘
す
る
。

「
谷
の
埋
木
」
が
祝
題
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
表
現
で
あ
る
こ
と
は
、
新
古
今

時
代
か
ら
歌
作
に
及
ん
で
い
た
下
野
な
ら
当
然
知
っ
て
い
た
と
思
し
く
、
先
述

し
た
元
久
元
年
『
春
日
社
歌
合
』
出
詠
歌
「
春
日
山
み
ね
の
ま
つ
が
枝
さ
ら
に

ま
た
け
ふ
よ
り
な
ら
す
―千
―世
―の
―初
―か
―ぜ
」（
松
風
・
九
番
右
）
や
、「
千
と
せ
へ

む
な
が
れ
も
し
る
し
石
清
み
づ
―に
―ご
―り
―な
―き
―よ
―の
―末
―も
―あ
―ら
―は
―る
」（『
院
御
歌

合
』
社
頭
祝
・
百
廿
七
番
右
）
等
、
下
野
自
身
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
前
後
の

歌
合
に
お
い
て
は
、
セ
オ
リ
ー
通
り
に
祝
言
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、

下
野
は
、
当
該
歌
合
に
お
い
て
、
敢
え
て
自
身
を
「
谷
の
埋
木
」
に
見
立
て
、

「
も
え
出
る
春
に
」（
後
嵯
峨
院
政
に
）、「
い
ま
や
あ
ひ
み
ん
」（
そ
の
威
光
に

浴
し
た
い
）
と
訴
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
谷
の
埋
木
」
と
い
う
表
現
は
、
元
久
元
年
『
春
日
社
歌
合
』
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松
風
題
に
お
い
て
、
家
隆
も
「
か
す
が
山
―た
―に
―の
―埋
―木
く
ち
ぬ
と
も
君
に
つ
げ

こ
せ
み
ね
の
松
風
」（
十
番
右
）
と
詠
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
時
は
衆
議

判
で
、
執
筆
は
定
家
、
判
詞
に
は
「
右
歌
尤
宜
、
為
勝
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

家
隆
は
勝
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
合
に
は
後
鳥
羽
院
も
参
加
し
て
お
り
、
家

隆
は
院
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
上
で
、
意
図
的
に
「
た
に
の
埋
木
」
と

詠
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
は
、
下
野
の
夫
源
家
長
が
記
し
た
『
源
家

長
日
記
』
は
、
こ
の
『
春
日
社
歌
合
』
に
触
れ
、
こ
の
時
後
鳥
羽
院
の
叡
感
に

与
っ
た
歌
人
の
一
人
と
し
て
家
隆
の
松
風
題
詠
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
家
隆
詠
は
後
に
『
新
古
今
和
歌
集
』（
雑
歌
下
・「
春
日
社
歌
合
に
、
松
風
と

い
ふ
こ
と
を
」
・
一
七
九
四
）
に
入
集
す
る
の
で
あ
る
。
五
味
文
彦
氏
は
、「
下

野
の
歌
も
、
知
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
春
日
社
の
歌
合
に
始
ま
っ
て
お
り
、
こ

の
歌
合
は
下
野
兄
妹

（
15
）

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
歌
合
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ

る
と
と
も
に
、「
女
性
歌
人
が
少
な
い
な
か
で
新
た
に
迎
え
ら
れ
た
下
野
に
対

し
、
後
鳥
羽
院
の
周
辺
の
動
き
を
詳
し
く
説
明
す
る
」
こ
と
が
、『
源
家
長
日

記
』
執
筆
の
目
的
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る

（
16
）

。

さ
て
、
下
野
自
身
の
孤
独
感
、
不
遇
感
を
重
ね
合
わ
せ
た
よ
う
な
詠
は
他
の

二
題
に
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
内
、
前
掲
（
資
料
７
）
雪
題
詠
「
消
あ
へ
ぬ
―友

―待
―が
―ほ
に
風
さ
え
て
こ
ほ
り
は
て
た
る
―庭
―の
―ゆ
―き
か
な
」
で
は
、「
友
待
が
ほ
」

な
る
「
庭
の
ゆ
き
」
が
「
こ
ほ
り
は
て
」
る
趣
向
だ
が
、
判
詞
が
「
友
ま
つ
雪

は
―ふ
―る
―き
―歌
に
も
あ
ま
た
侍
」
と
指
摘
す
る
内
の
一
首
と
思
わ
れ
る
『
後
B
和

歌
集
』
所
収
貫
之
詠
「
ふ
り
そ
め
て
―友
―ま
―つ
―ゆ
―き
は
む
ば
た
ま
の
わ
が
く
ろ
か

み
の
か
は
る
な
り
け
り
」（
冬
・
四
七
一
・
「
雪
の
あ
し
た
、
お
い
を
な
げ
き

て
」）
の
如
く
、「
友
待
ち
が
ほ
」
で
「
こ
ほ
り
は
て
」
た
「
庭
の
ゆ
き
」
に

は
、
友
人
を
待
っ
た
挙
げ
句
訪
れ
が
つ
い
に
な
か
っ
た
視
点
人
物
の
心
情
も
含

ま
れ
て
い
よ
う

（
17
）

。

ま
た
、
前
掲
（
資
料
８
）
恋
題
詠
「
く
る
れ
ど
も
―む
―な
―し
―き
―空
―を
―い
―く
―か
―へ

―り
お
も
ひ
し
ら
で
は
な
が
め
か
ぬ
―ら
―ん
」
の
傍
線
部
は
、
例
え
ば
、
土
御
門
院

の
承
久
の
乱
後
の
詠
「
ち
ぎ
り
て
も
―空
ゆ
く
月
の
―い
―く
―め
―ぐ
―り
―む
―な
―し
―き
秋
を

す
ぐ
し
き
ぬ
―ら
―ん
」（『
土
御
門
院
御
集
』
詠
三
首
和
歌
承
久
四
年
八
月
十
五
夜
・

「
月
前
久
恋
」
・
一
八
三
）
に
同
様
の
表
現
が
み
え
る
。
下
野
詠
は
、
一
義
的
に

は
、（
資
料
６
）
掲
出
尊
海
詠
「
あ
ぢ
き
な
く
―暮
―る
―夜
ご
と
に
待
び

（
わ
び
）て

は
て
は

―む
―な
―し
―き
―床
の
独
ね
」（
恋
・
十
七
番
左
）
の
如
く
、
恋
人
を
待
ち
続
け
る
女

性
の
心
情
を
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
よ
う
。
只
、
尊
海
が
「
床
」
を
詠
み

込
み
、
恋
人
を
待
つ
女
性
の
姿
を
定
型
的
に
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
下
野

は
あ
え
て
「
床
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
ず
に
詠
ん
で
い
る
点
が
、
或
い
は
判

詞
に
み
え
る
「
こ
と
に
を
か
し
く
き
こ
へ
侍
れ
」
と
い
う
評
価
に
繋
が
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
首
と
し
て
は
恋
の
状
況
に
限
ら
ず
解
せ
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
視
点
人
物
が
「
待
つ
身
」
で
あ
る
点
は
雪
題
詠
と
共
通
す

る
。下

野
は
、
寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
）
三
月
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』、
同
三
月

『
日
吉
社
B
歌
合
』、
同
七
月
『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』、
同
八
月
『
名
所
月

歌
合
』、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
七
月
『
遠
島
御
歌
合
』
等
へ
の
出
詠
が
確
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認
さ
れ
、
ま
た
、
先
述
の
如
く
後
鳥
羽
院
近
臣
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
一
連
の
和

歌
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
18
）

。
一
方
、

本
歌
合
の
下
野
出
詠
歌
が
、
孤
独
感
や
沈
淪
意
識
と
い
っ
た
も
の
を
読
み
取
る

こ
と
も
可
能
な
詠
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
遠
島
御
歌
合
』
以
降
、

さ
さ
や
か
な
和
歌
活
動
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
例
え
ば
同
胞
の
成
茂
は
出
詠
し
て

い
る
『
河
合
社
歌
合
』
に
お
い
て
下
野
の
名
は
み
え
な
い
の
で
あ
り
、
当
該
歌

合
の
よ
う
な
催
し
へ
の
出
詠
は
、
久
々
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ

る
。
祝
題
に
確
認
さ
れ
る
よ
う
な
、
あ
か
ら
さ
ま
な
述
懐
詠
か
ら
は
、
自
身
の

不
遇
を
訴
え
ん
と
す
る
下
野
の
姿
勢
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
手
だ
て
と
し
て
、

ま
ず
、
知
家
の
判
詞
や
出
詠
歌
を
、
為
家
や
真
観
ら
の
判
詞
や
和
歌
と
比
較
し
つ

つ
検
討
を
加
え
た
。
為
家
の
判
詞
と
は
対
照
的
な
書
き
ぶ
り
や
、
従
来
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
反
御
子
左
派
的
和
歌
表
現
が
確
認
さ
れ

（
19
）

、
嘗
て『
河
合
社
歌
合
』

に
参
加
し
為
家
の
判
を
受
け
た
知
家
や
真
観
が
、
独
自
性
を
打
ち
出
す
こ
と
を

意
識
し
な
が
ら
当
該
歌
合
に
臨
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

一
方
で
、
当
該
歌
合
の
祝
題
詠
を
み
る
と
、
治
世
へ
の
祝
言
が
濃
厚
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
先
行
歌
合
に
例
を
見
出
せ
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
歌
合
が
後
嵯

峨
院
政
へ
の
祝
言
を
表
明
す
る
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ら
出
詠
歌
を
細
か
く
み
る
と
、
下
野
が
私
的
な
主
張
を
織
り
交
ぜ
た
詠
を

提
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
特
に
、
嘗
て
自
ら
出
詠
し
、
ま
た
、
夫
の

遺
し
た
日
記
に
も
綴
ら
れ
た
、
元
久
元
年
『
春
日
社
歌
合
』
に
お
け
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
―
（
他
の
歌
人
が
後
鳥
羽
院
へ
の
祝
意
を
主
題
と
し
て
詠
む
中
、
家
隆

が
敢
え
て
自
身
を
「
た
に
の
埋
木
」
と
表
し
、
結
果
的
に
後
鳥
羽
院
の
叡
感
に

預
か
っ
た
）
を
踏
ま
え
る
か
の
よ
う
な
詠
は
注
目
さ
れ
る
。

当
該
歌
合
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
目
さ
れ
る
知
家
や
真
観
に
、
為
家
を
意
識
し

た
よ
う
な
事
象
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
反
御
子
左

派
の
旗
あ
げ
的
歌
合
と
い
う
側
面
を
、
当
該
歌
合
は
た
し
か
に
有
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
、
本
稿
で
確
認
し
た
如
く
、
後
嵯
峨
院
政
へ
の
祝
言
を

表
明
す
る
場
と
し
て
の
側
面
が
見
出
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
下
野
詠
か
ら

は
、
自
ら
の
不
遇
を
訴
え
る
場
と
し
て
も
当
該
歌
合
が
機
能
し
て
い
た
可
能
性

も
認
め
ら
れ
る

（
20
）

。
本
稿
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
歌
人
の
分
析
も
含
め
、
今
後
さ

ら
に
検
討
を
重
ね
、
当
該
歌
合
の
諸
相
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。

※
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
本
文
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
紙
焼
き
写
真
）
に
拠
り
、
適

宜
、
読
点
、
濁
点
等
を
私
に
付
し
た
。
当
該
本
に
は
、
誤
写
や
誤
脱
が
想
定
さ
れ
る
箇
所

が
散
見
す
る
が
、
当
該
歌
合
は
書
陵
部
蔵
本
が
唯
一
の
写
本
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
文
に

不
審
の
あ
る
箇
所
は
、「
新
編
国
歌
大
観
」
も
参
照
し
つ
つ
、
本
文
右
傍
の
（

）
内
に

校
訂
案
を
示
す
か
、
マ
マ
注
記
を
施
し
た
。
な
お
、『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
は
、「
桂
宮
本

叢
書
」
第
十
四
輯
に
も
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
和
歌
本
文
の
引
用
は
、
原
則

と
し
て
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
拠
っ
た
。
但
し
、『
万
葉
集
』
は
、
塙
書
房
刊
『
万
葉
集

訳
文
篇
』
を
用
い
た
。
ま
た
、
引
用
本
文
に
は
適
宜
傍
線
等
を
付
し
た
。
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〔
注
〕

（
１
）
例
え
ば
『
河
合
社
歌
合
』
に
つ
い
て
、
佐
藤
恒
雄
氏
は
「
判
詞
の
内
容
に
徴
し
て
、

河
合
社
の
社
頭
で
実
際
に
行
わ
れ
た
痕
跡
に
は
乏
し
く
、
机
上
の
歌
合
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。『
藤
原
為
家
全
歌
集
』（
平
成
十
四
年
　
風
間
書
房
）

参
照
。

（
２
）
井
上
宗
雄
氏
「
真
観
を
め
ぐ
っ
て
―
鎌
倉
期
歌
壇
の
一
側
面
―
」（『
和
歌
文
学
研

究
』
四
号
　
昭
和
三
十
二
年
八
月
）、
福
田
秀
一
氏
「
鎌
倉
中
期
歌
壇
史
に
お
け
る
反

御
子
左
派
の
活
動
と
業
績
　
上
・
下
」（『
国
語
と
国
文
学
』
41
巻
８
号
・
同
11
号

昭
和
三
十
九
年
八
月
・
十
一
月
）→

『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』（
昭
和
四
十
七
年
　
角

川
書
店
）
等
。
以
下
、
福
田
氏
の
説
は
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
に
拠
る
。
一
方
、
小

林
強
氏
は
、
当
該
歌
合
を
反
御
子
左
派
の
旗
あ
げ
的
歌
合
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
疑

義
を
呈
す
る
。「
反
御
子
左
派
旗
上
げ
前
後
の
歌
壇
に
つ
い
て
―
寛
元
四
年
七
月
為
家

勧
進
「
日
吉
社
五
十
首
」
及
び
光
俊
勧
進
「
住
吉
社
卅
六
首
」
を
中
心
に
―
」（『
東

山
学
園
研
究
紀
要
』
三
十
五
号
　
平
成
二
年
三
月
）
参
照
。

（
３
）
藤
平
泉
氏
「
承
久
の
乱
後
の
後
鳥
羽
院
近
臣
の
和
歌
活
動
」（『
語
文
』
《
日
本
大

学
》
七
十
一
輯
　
昭
和
六
十
三
年
六
月
）
参
照
。

（
４
）『
若
宮
社
歌
合
』（
建
久
二
年
三
月
三
日
）、『
鳥
羽
殿
歌
合
』（
建
仁
元
年
四
月
）、『
影

供
歌
合
』（
建
仁
元
年
九
月
）、『
影
供
歌
合
』（
建
仁
三
年
六
月
）、『
北
野
宮
歌
合
』

（
元
久
元
年
十
一
月
）、『
春
日
社
歌
合
』（
元
久
元
年
）、『
卿
相
侍
臣
歌
合
』（
建
永
元

年
七
月
）
等
。

（
５
）
光
俊
勧
進
「
住
吉
社
卅
六
首
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
寛
元
四
年
九
月
説
と
宝

治
元
年
九
月
説
と
が
あ
る
。
小
林
氏
前
掲
（
２
）
論
文
参
照
。

（
６
）
こ
の
番
に
は
勝
負
付
け
が
な
く
、
ま
た
、
判
詞
か
ら
は
左
右
の
勝
負
が
不
分
明
で
あ

る
。
或
い
は
脱
文
が
存
す
る
か
。
な
お
、
恋
題
の
成
茂
詠
「
翁
さ
び
人
は
―す
―さ
―め
―ぬ

年
を
へ
て
こ
と
は
り
し
ら
ぬ
こ
ひ
も
す
る
か
な
」（
二
十
三
番
右
）
を
含
む
番
に
も
勝

負
付
け
が
な
く
、「
右
哥
、
彼
人
な
と
が
め
そ
か
り
衣
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、
え
ん
に
を
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注
１
―
「
勅
B
集
」
欄
の
内
、『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
成
立
以
前
の
勅
B
集
に
入
集
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
勅

B
集
名
を
、
入
集
し
て
い
な
い
場
合
に
は
×
を
付
け
、（

）内
に
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
以
降
初
め
て
入

集
し
た
勅
B
集
の
名
を
記
し
た
。
略
号
は
以
下
の
通
り
。

新
古
今
―
『
新
古
今
和
歌
集
』、
新
勅
B

―
『
新
勅
B
和
歌
集
』、

続
後
B

―
『
続
後
B
和
歌
集
』、
続
古
今
―
『
続
古
今
和
歌
集
』

注
２
―
「
歌
人
」
欄
の
内
、

は
『
河
合
社
歌
合
』
に
出
詠
し
て
い
る
こ
と
を
、
①
は
『
院
御
歌
合
』
に
、
②

は
『
宝
治
百
首
』
に
出
詠
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

注
３
―
○
は
勝
、
×
は
負
、
△
は
持
、
？
は
判
詞
か
ら
は
勝
負
が
不
分
明
な
こ
と
を
示
す
。



か
し
う
侍
を
、
―す
―さ
―め
―ぬ
―は
―病
―に
―や
―侍
―ら
―ん
、
―勝
―負
―各
―の
―御
―は
―か
―ら
―ひ
―に
―て
―侍
―べ
―し
」

と
、
判
詞
か
ら
は
勝
負
が
明
確
に
は
解
せ
な
い
。

（
７
）
当
該
歌
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』（
恋
歌
五
・
一
三
七
五
、
四
句
目
「
な
ど
わ
が
そ
で

の
」）
に
人
麿
詠
と
し
て
入
集
す
る
。
な
お
、
原
歌
は
『
万
葉
集
』
に
「
夏
草
の
　
露

別
け
衣
　
―着
―け
―な
―く
―に
　
我
が
衣
手
の
　
乾
る
時
も
な
き
」（
巻
第
十
・
夏
の
相
聞
・

「
露
に
寄
す
る
」
・
一
九
九
四
）
と
み
え
、
知
家
が
判
詞
で
念
頭
に
置
い
た
の
は
原
歌

で
は
な
い
と
思
し
い
。

（
８
）『
源
家
長
日
記
』
は
、
妻
下
野
の
同
胞
成
茂
の
詠
が
後
鳥
羽
院
の
叡
感
に
与
っ
た
逸

話
を
伝
え
る
。

（
９
）
他
に
「
住
の
江
の
―松
―ほ
―ど
―ひ
―さ
―に
な
り
ぬ
れ
ば
あ
し
た
づ
の
ね
に
な
か
ぬ
日
は
な

し
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
五
・
七
七
九
・
「（
題
し
ら
ず
）」
・
兼
覧
王
）
の
影
響
が

み
え
る
。

（
10
）
知
家
の
『
河
合
社
歌
合
』
出
詠
歌
は
「
神
代
よ
り
霜
ふ
り
お
け
る
真
榊
の
い
や
と
し

の
は
に
す
め
る
月
か
な
」（
冬
月
・
一
番
右
）、「
行
帰
る
か
も
の
河
原
の
友
千
鳥
し
ら

じ
な
月
に
祈
る
心
は
」（
千
鳥
・
十
一
番
右
）、「
風
あ
ら
き
浦
の
苫
や
に
た
つ
煙
心
や

す
く
は
な
び
き
や
は
す
る
」（
不
遇
恋
・
二
十
一
番
右
）
の
三
首
。

（
11
）「
知
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様
相
と
変
遷
―
諸
歌
人
と
の
対
比
に
お
い
て
―
」

（『
日
本
文
学
研
究
』
二
十
二
号
　
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
）。

（
12
）
真
観
の
『
河
合
社
歌
合
』
出
詠
歌
は
、「
起
き
出
で
て
又
こ
そ
み
つ
れ
冬
の
夜
に
さ

え
か
へ
り
た
る
山
の
は
の
月
」（
冬
月
・
二
番
右
）、「
神
さ
ぶ
る
糾
の
杜
の
夕
千
鳥
川

瀬
を
か
け
て
鳴
き
わ
た
る
な
り
」（
千
鳥
・
十
二
番
右
）、「
身
は
捨
て
つ
今
は
此
世
に

逢
ふ
事
を
何
に
か
へ
て
か
恋
渡
る
ら
ん
」（
不
遇
恋
・
二
十
二
番
右
）
の
三
首
。

（
13
）「
ち
よ
ま
で
と
せ
め
て
は
君
を
い
の
る
か
な
あ
ひ
も
や
す
る
と
心
な
が
さ
に
」（『
若

宮
社
歌
合
』
寄
祝
言
恋
・
六
番
右
・
季
厳
）、「
君
が
代
の
た
め
し
に
ひ
き
し
呉
竹
の

ひ
と
よ
も
い
も
に
逢
ふ
よ
し
も
が
な
」（
同
・
十
五
番
右
・
性
照
）、「
う
ご
き
な
き
は

こ
や
の
山
に
い
づ
る
日
は
思
ふ
も
ひ
さ
し
万
代
の
か
げ
」（『
石
清
水
若
宮
歌
合
』
祝
・

十
七
番
右
・
経
通
）、「
を
と
こ
山
梢
を
風
は
わ
た
れ
ど
も
枝
を
な
ら
さ
ぬ
君
が
御
代

か
な
」（
同
・
廿
三
番
左
・
知
家
）
等
。

（
14
）
谷
知
子
氏
「
後
鳥
羽
院
と
元
久
元
年
十
一
月
十
日
「
春
日
社
歌
合
」」（『
明
月
記
研

究
』
10
号
　
平
成
十
七
年
十
二
月
）
参
照
。

（
15
）
前
掲
（
８
）
参
照
。

（
16
）「『
源
家
長
日
記
』
と
『
無
名
草
子
』
―
仮
名
の
書
物
史
―
」（『
明
月
記
研
究
』
８
号

平
成
十
五
年
十
二
月
）
参
照
。
な
お
寛
元
四
年
は
家
長
の
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、

為
家
は
「
法
花
経
序
品
　
欲
説
大
法
雨
、
―寛
―元
―四
―年
―前
―但
―馬
―守
―家
―長
―朝
―臣
―十
―三
―年
―結
―縁
―経
」
と
し
て

「
ま
た
し
ら
ぬ
空
の
光
に
ふ
る
花
は
御
法
の
雨
の
は
し
め
な
り
け
り
」（『
大
納
言
為
家

集
』
一
五
七
七
、
本
文
は
「
私
家
集
大
成
」）
と
詠
じ
て
い
る
。

（
17
）
新
大
系
当
該
歌
脚
注
（
片
桐
洋
一
氏
）
は
、「
詞
書
に
よ
れ
ば
歎
老
の
歌
だ
が
、「
―友

―待
―つ
―」
―と
―い
―う
―こ
―と
―を
―併
―せ
―て
―言
―い
―た
―か
―っ
―た
―作
―者
―の
―気
―持
を
感
じ
と
ら
な
け
れ
ば

以
下
の
贈
答
は
わ
か
ら
な
い
」
と
す
る
。

（
18
）
安
井
久
善
氏
「「
後
鳥
羽
院
下
野
」
攷
」（『
語
文
』
八
号
　
昭
和
三
十
五
年
五
月
）、

藤
平
氏
前
掲
（
３
）
論
文
参
照
。

（
19
）
な
お
、『
源
承
和
歌
口
伝
』
は
「
万
葉
集
歌
と
る
事
」
の
項
で
知
家
、
真
観
の
詠
を

例
に
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
（
11
）
論
文
で
岩
崎
氏
は
、『
宝
治
百
首
』
に
お
け

る
知
家
の
『
万
葉
集
』
摂
取
に
つ
い
て
、
本
歌
取
り
十
五
例
、
万
葉
語
使
用
十
二
例

と
さ
れ
る
。

（
20
）
当
該
歌
合
が
当
時
ど
の
程
度
享
受
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
は
、
今
後
さ
ら
に
調
査
し

た
い
。
ち
な
み
に
、
後
嵯
峨
院
政
期
の
勅
B
集
『
続
後
B
和
歌
集
』、『
続
古
今
和
歌

集
』
に
は
当
該
歌
合
出
詠
歌
は
入
集
し
て
い
な
い
。
な
お
、『
続
古
今
和
歌
集
』
に
入

集
が
み
え
な
い
点
は
、
谷
山
悦
子
氏
「
続
古
今
集
の
基
礎
的
研
究
」（『
同
志
社
国
文

学
』
一
号
　
昭
和
四
十
一
年
三
月
）
に
指
摘
が
み
え
る
。

一
方
、
位
藤
K
生
氏
は
、『
院
御
歌
合
』
に
お
け
る
承
明
門
院
小
宰
相
詠
に
「
―個
―人

―的
―な
―事
―情
―も
―含
―め
―な
―が
―ら
後
嵯
峨
院
政
を
寿
ぐ
姿
勢
を
見
せ
」
よ
う
と
す
る
意
識
を

― 13―



看
取
さ
れ
る
（「
和
歌
の
読
解
と
作
歌
環
境
―
『
院
御
歌
合
』
を
例
に
し
て
―
」
《
『
国

語
と
教
育
』
第
三
十
二
号
　
平
成
十
九
年
十
一
月
》
）。
当
該
歌
合
に
お
い
て
は
、
下

野
の
他
に
も
、
藻
壁
門
院
少
将
詠
に
「
わ
き
て
猶
雪
ふ
る
み
ち
の
か
な
し
き
は
―世
―に

―す
―み
―が
―た
―き
―山
―辺
―な
―り
―け
―り
」（
雪
）
と
み
え
、
知
家
は
「
右
哥
、
い
と
を
か
し
く
侍

に
、
―述
―懐
―の
―心
―な
―り
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
象
が
、
単
に
個
人
的
な
閲

歴
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
当
時
の
歌
合
に
お
け
る
女
房
歌
人
の
位
置
や
役
割
と
連
動

す
る
も
の
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
田
渕
句
美
子
氏
「
歌
合
の
構
造
―
女
房

歌
人
の
位
置
―
」（『
和
歌
を
歴
史
か
ら
読
む
』
平
成
十
四
年
　
笠
間
書
院
）、
渡
邉
裕

美
子
氏
「「
女
の
歌
詠
み
」
の
存
在
形
態
―
『
八
雲
御
抄
』
に
探
る
―
」（『
明
月
記
研

究
』
７
号
　
平
成
十
四
年
十
二
月
）
等
の
研
究
業
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
今
後
さ
ら
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
尾
道
大
学
学
長
裁
量
教
育
研
究
費
、
研
究
テ
ー
マ

「
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
注
釈
を
通
し
た
鎌
倉
時
代
中
期
の
〈
政
治
と
文
学
〉
に
関
す

る
綜
合
的
研
究
」（
代
表
者
　
藤
川
功
和
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

―
ふ
じ
か
わ
・
よ
し
か
ず
、
尾
道
大
学
芸
術
文
化
学
部
専
任
講
師
―
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